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国立民族学博物館研究報告  1巻2号

タイ稲作社会の調査より

タマサー ト大学

田  邊  繁  治*

1.は じ め に

 筆 者 は昭和48年 度文部省ア ジア諸 国派

遣留 学生 として,1974年7月15日 よ り

1975年12月31日 まで タイ国に滞 在 し,タ

イ稲作社会 の民族学的研究をお こな った。

その間 タマサー ト大学経済学部 に客員研

究員 として滞在 し,北 部 タイ山間盆地 の

チ ェンマイとチャオ プラヤー ・デルタ上

流域のアユ タヤーにおいて稲作農村の フ

ィール ド調査 に従事す るとともに,国 立

文書館および国立図書館 ワチ ラヤー ン文

庫な どを中心 にラタナコ0シ ン朝4世 王,

5世 王 治世(1851-1910 A.D.)の 史 料調

査をお こな った。 またその間,国 立民族

学博物館の2回 にわたるタイ国民族資料

収集調査(第1次 収集調 査:1974年11月

L7日 ～12月5日,本 館第2研 究 部長佐 々

木高 明教授担 当;第2次 収集 調査:1975

年10月7日 ～10月20日,本 館第5研 究部

石 毛直 道助教授担 当)に 参加す る機会 を

えた。

 タイ稲作社会 のフ ィール ド調査 と史料

調査に関する報告はいずれ別に発表する

予定であるので,本 稿では筆者 が 滞在

した タマサー ト大学 について 紹介 した

い。

2.タ マ サー ト大学 とその雰囲気

 タマサー ト大学 はチ ャオプ ラヤー河 と,

毎 土曜,日 曜 に大定期市 の開かれる王宮

前広場San互m luangと の 間に位置 して

い る。 この一角 には,文 部省芸術局,芸

術大学,国 立文書館,国 立博物館,国 立

劇 場などが立地 し,歴 史的都市バ ンコク

の核 心の中にあ って,一 つ の文化的中心

地区をかた ちつ くっている。

 タ イ国総理府の管轄下 にある10の 国立

大学の一つで あるタマサー ト大学は,5

世 王治世 の一連の内政改革,い わゆ るチ

ャク リー改革期 において,官 吏養成機関

として1897年 法 務省 内に創設 された法律

学校R6ngrian kotm緤に その端緒 を も

っている。 その後,1932年 の 「人民党革

命」 の直後,プ リーデ ィー ・パノム ヨン

Phridl Phanomyongの 強 力な指導 の も

とに,以 前 の法律学校 を改組 して創設 さ

れた法政 大学(Mah縢itthay緲ai wich�

thammas縟 lae k縅m�ng)を 経 て,

1952年 法 学 部,商 学 ・会計学部,政 治学

部,経 済学部を擁 す る近代 的な社会学系

総合大学 として発 足 した1)。 その後,社

会福祉学部の増設,行 政学部 の増設,お

よび大学院大学 としての国立開発行政研

究所Sath綯an Phatthanaborih縅s縟

(英語 通称NIDA)の 発 足による行政学

部 の移管,教 養学部お よびジ ャー ナ リズ

ム ・マスコ ミ学科の増設を経て今 日にい

*国 立 民族 学 博 物 館第2研 究 部

1)タ マ サ ー ト大学 史 につ い て は[赤 木,1975:is 115-132]に ま とま った 紹介 が あ り,ま た 法

 律 学 校,法 政 大学 期 に関 す る研 究 と して は[BUNYEN,1969]が あ る。
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た り,チ ュラロー ンコー ン大学 とな らぶ

タイ国の伝統 的高等 教育機 関である。

 タマサー ト大学 はプ リーデ ィー以来の

リベ ラ リズムの伝統 をうけつ ぎ,タ イ国

現 代史の中にあ って政治的かつ,思 想 的

に重要な影響 を与 えつづ けて きた。1973

年 の 日貨排 斥運動 という原初的 ナショナ

リズムの爆発 は,わ ずか数 ヵ月の短期間

の過程 で,全 国の主要都市を拠点 とする

各階層による広汎 な全人民的闘争 として

の反タノーム軍部独裁闘争へ と急速 に転

化 してい った。 そ の頂点 が, い わゆる

「10月 政変」 も しくは 「10月事件」 とよ

ばれる もので あり,10月 ユ3日か ら14日 に

か けての全人民 による軍 部独裁打倒 の革

命 的高揚で あり,そ の蜂起 的闘争で あっ

た。 この間の政治過程 において,政 治指

導,イ デオ ロギーの面で,タ マサー ト大

学 の学生 および教官のはた した役割 はき

わめて大 きか った。

 筆 者がバ ンコクに着 いた7月 頃には,

す で に新憲法制定,総 選挙 とい うコース

は ほぼ確定 し,前 年 の 「10月 事件」 の革

命的 エネルギーは,サ ンヤー内閣 による

立憲王制の もとにお ける議会制民主主義

の追求 とい う政治プ ログ ラムの中に収約

されか けていた。憲法論争 は表面的 なは

なやか さに反 して,内 容 はま った く空虚

なもので しかなか った。 また,芽 生 えた

ばか りの労働者 運動 において は,繊 維工

場労働者お よびホテル労働者 の賃上 げス

トライキ闘争としてたたかわれ,一 定程

度の資本の側の譲歩をかちとっていたが,

要求闘争の枠を一歩 もこえることはなか

った。

 こうした情勢の後退局面にあって,タ

マサー ト大学のキャンパスにおいては,

「10月事件」の総括か らうまれた二つの

注目すべき動きがあった。その一つは,

これまでのタイ史上では禁句であった国

王権力批判をふくむ家産制国家体制批判

の動きが0じ ょじょにではあるが,着実に

芽生えつつあることであった2》。 それは,

現時点においては,社 会運動,反 体制運

動のイデオロギ0と して直接結合する契

機を欠いていたが,社 会科学の方法的基

礎として,と りわけその史的分析の中に

浸透 しつつあった3)。 もう一つの動 きは,

農村社会における土地所有の不均衡,土

地なき農民,農 業労働者の農村内部での

滞留など近年極度に顕在化した農業問題

を反映 して,タ イ稲作農村の社会 ・文化

に対する関心が高まり,地 主制の形成過

程,地 主的土地所有の諸矛盾,農 地改革,

農家経済の破たんなど実践的諸課題の議

論がきわめてさかんになったことであっ

た4》。 これ らの議論は学生のサークル活

動のみならず,農 業経済学,社 会経済史,

人類学などの分野においても顕著な台頭

をみせていた。10月事件後の政治的,社

会的混沌の中にあって,タ マサー ト大学

のキャンパスはタイ社会の激動的転換期

2)10月 事 件以 後 の共 産 主 義者 故Chit Ph伹isakの 再 評価 の動 きな ど もその 一 つ で あ る。

3)Chit Ph伹isakの1日 制 度 社 会 批 判 は タイ社 会 経 済 史 研 究 の上 で,は じめ て階 級 闘 争 の視 点 を

 導 入 した もの と して 評価 され う るが,タ イ社 会 の奴 隷 制 か ら封 建 制 へ の移 行 論 な ど,い ま だ発

 展段 階 説 の ぬ ぐいが た い公 式 主 義 に 呪縛 され て い る[CHIT, 1974]。 な おChitの 活 動 と近 年 の タ

 イ人知 識 層 の評 価 を 知 る に は[SUCHAT,1974]が 便 利 で あ る。

4)土 地 所 有 の現 状 分析 で は[IVIPHON,1974a:pp.50-63;1974b:pp .308-445]力 弍す ぐれ てい る。

 ま た,農 家負 債,土 地 改革 論 で は,Kroekkiatの 一 連 の論 文 が 注 目 され る[KROEKKIAT,1974:

 pp,65-80;1975a:pp.73-92;1975b:pp.47-62]。
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を先取 りする,荒 けず りではあるが力強

い熱気にあふれていた。

3. タマサー ト大学経済学部

 タ マサー ト大学 経済学 部の建物 はチ ャ

オプラヤー河 に沿 って建て られていた。

到 着 と同時 にわた しはその4階 の研究室

を与え られた。2人 部屋で少 々手 ぜまで

はあ ったが,一 歩廊下 に出ると,眼 下に

は雨季の茶か っ色の水 をたた えた チャオ

プ ラヤーが とうとうと流 れ,完 成 したば

か りの対岸の トンブ リーを結 ぶプ ラピン

ク ラーオ橋やチ ャオプ ラヤー旧河道 であ

るバ ンコクノー イ運河が遠 望で きた。廊

下 のベ ンチに腰をか けて休 んでい ると,

遠 くア ン トー ンや アユ タヤーな どデルタ

上流部 の殻倉地帯か ら来 る曳船に曳航 さ

れ,籾 米 を満載 したダルマ船(r俉 kra-

chaeng, r俉 tQ)の 長 蛇の 列 が しば しば

見 られた。チェ ンマイとアユ タヤーにお

けるフィール ド調 査の期間 をのぞいて,

わ た しは一貫 して この快適 な環境 の もと

で仕事 をすす めることがで きた。

 経 済学部 はタマーサ ト大学 の中にあ っ

て,政 治学部,法 学部 などプ リーデ ィー

の指導 の もとにで きた法政大学 の母胎を

な した学部 と異 な り,そ の歴史 は比較的

新 しい。1934年 に創設 された法政大学は

立憲王政への移行 を画 した1932年 の人民

党(Khana r縟sad�)に よるい わ ゆ る

「人民党革命 」の所産 であ り,西 欧型民

主制を急速 にタイ伝統社会 に導入 しよ う

とした文官派の指導者 プ リーデ ィーの拠

点で あり,ま たその政策遂行 をにな う中

央,地 方の官吏の養成 とい う機能を もっ

ていた。 しか し一方,新 生の タマサ0ト

大学 は この法政大学 を母胎 と しなが らも,

戦 後タイ社会 の混乱期 におけるプ リーデ
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イー派 の 敗退 と ピブー ンソンクラー ム

(Phib佖songkhr緡)軍 事政権成立 を契

機 として スター トをきった。 したが って

その設 置形態 はきわめて国家 的統制 の色

彩 がつよ く,ま た大学 と しての教育 ・研

究活動,カ リキュ ラム編成な どは アメ リ

カの強い影響 の もとにあった。

 経 済学部 もその例外ではなか った。戦

後のアメ リカおよび日本 の東南 アジアに

対す る経済開発 戦略 に対応す る自国経済

の基礎的研究がその主流 を しめていた。

1974年 度 のカ リキ ュラムにおいて経済学

部専 門課程では54課 目が開講 され,下 記

の とお りで あ る[THAMMAsAT,1974:

pp.149-171]。

 ① 一般課 目(タ イ国経済変動,経 済史,
            0

  タイ国経済史など) 5

 ②必須課 目 (経済原論,マ クロ経済学

  など) 4

 ③経済理論 ・経済学史系課 目 6

 ④数理経済学 ・計量経済学系課 目 8

 ⑤金融経済学系課目 5

 ⑥財政学系課目 4

 ⑦国際経済論系課目 5

 ⑧開発経済 ・農業経済学系課目 8

 ⑨資源経済学系課目 4

 ⑩産業 ・交通経済学系課目 5

 この他,微 分 ・積分および社会科学用

統計学などの他学部の必須課目と選択課

目,自 由選択課 目の履修が義務づけられ,

また成績優秀学生は,4回 生の第2タ ー

ムにおいて指導教官のもとで研究 し,学

士論文を作成するためのセミナーが用意

されている。このように戦後アメ リカで

急速に発展をとげた計量経済学などの尖

端的分野をふくむ近代経済学の幅広い習

得がめざされている。また同時にアメリ

カの東南アジア戦略とその後退,70年 代
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に入って急速に顕著となった日本資本主

義の進出などに強く規定されて展開する

タイ経済社会を反映して,開 発経済,タ

イ ・日経済関係,農 業経済などにも重点

がおかれている。
・教官の研究活動についていえば

,教 育

する職人,教 育労働者として自己限定 し,

自主的研究活動を余計事とするタイ大学

人の伝統的風潮からは,少 なくとも経済

学部にかんするかぎり脱 しつつあるよう

に思える。それは一つには世代の交替と

若手教官の増加によると考え られる5)。

近年の経済学部若手教官の急速な増加は,

長年学部長をつとあたPuey Ungpha・

korn博 士(現 タマサー ト大学長)の 学術

行政上の手腕と若手教官の留学による再

教育を中心とする養成計画に負うところ

が多い。1974年 度において経済学部専任

教官は90名 で,Puey博 士が退いて以降

は教授(s縟satr緜h縅)は なく,20歳 代

後半,30歳 代の若手の講師(ach縅)が 大

半をしめている。これらの教官の大半は

欧米留学の経験者で,し かも実に90名 中

約40名 が現在欧米に留学中で,M.A.も

しくはPh. D.課 程にあって研究を継続

中である。Ph. D.取 得者は8名 で,そ

のうち7名 までが1972年 か らユ974年の間

に欧米で取得している。

 先にも少 しふれたように大学の存在そ

のものが制度的に国家政府の強力な管理

体制の中にあり,ま た経済的研究環境 も

決 してめ ぐまれてはいないが,こ れらの

若手教官を中心とした研究活動は,一 部

においては十分世界的水準に達するもの

もある。また10月事件以降の政治社会的

危機を直接の契機として,彼 らの間には

大学,教 育 ・研究者 の社会的機能に対す

る自覚 が深化 され,現 在 のタイ社会のイ

デオ ロギー的混迷 の中にあ りなが らも,

じ ょじょに社会 的批判勢力 を形成 しつつ

ある点は注 目にあたいす る。彼 らの活ば

つな研究活動 を支 えて いるものの一つは

学部 のセ ミナーで ある。セ ミナーは不 定

期的であるが,月 に2回 か ら4回 経済学

部5階 会議室 で開催 され,経 済学部の教

官を主体 として いるが,公 開セ ミナーの

形態を とり,タ マサー ト大学 内外の学生

・大学 院生,一 般市民 および政府 各官庁

の関係者 も参加 できる。使用言語は大半

は タイ語 で,月 に1回 程度,英 語のセ ミ

ナー も開かれる。英語 によるセ ミナーは,

主 として大部分 アメ リカ人で ある学 部の

客員教官,お よび学部 を訪問す る欧米,

日本などの研究者 のために用意 されてい

る。

 セ ミナーの内容 はきわめて多岐にわた

り,近 年 における農業 問題の顕在化 を反

映 した 「農地改革論」,「タイ ・日経済関

係」,「チ ャオプ ラヤーデル タ農家経済調

査報告」,「チ ャオプ ラヤー流域におけ る

経済変化の歴史」,「1880年 か ら1940年 に

か けての農業変化」 など興味深い もの も

多い。発 表後 の討論 もきわめて さかんで

あ り,2時 間,3時 間 と続 くこともまれ

ではなか った。 セ ミナー終了後,ま た各

自の研究室 やタープ ラチャンの飯屋で討

論が続 け られ,時 のたつのを忘れ ること

も しば しばだ った。

 筆 者の ような外 国人に とっての このセ

ミナーの効 用は,単 純 かつ基本的 な二つ

の ことが らである。 すなわち,討 論を と

う しての タイ語 の訓練 であ り,討 論を と

5)経 済 学 部教 官数 は1972年,44名 で あ り,

 129;THAMMASAT,1974:PP.365-370]。

この2年 間 に倍 以 上 に ふ く らん だ[赤 木,1975:P・
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お しての 友人 の 獲得 であ った。 筆者 は

1975年3月 と9月 の2回 このセ ミナーで

発表す る機会をえた。一つ は 「タイ経済

史上におけ る 灌概農業の 二類型」(S5n-

gpraph騁 k瀟chonprath縅 ph� k縅-

kas騁 nai prawattis縟 s騁thakit thai),他

の 一つは 「ランナー タイ稲作農村社会調

査概報」(R緤ng縅b俉ngton k縅wichai

sangkhomth5ngthin lannathai)と い う

題で おこな った6)。 前者 は チ ャオプ ラヤ

ー水系にお ける北部 タイの山間盆地 と中

部 タイのデル タとい う二つの典型 的な生

活空間を とりあげ,山 間盆地 における堰

・水路型稲作灌瀧 とデル タにおける運河

水路型稲作灌概の形成過程 を社会経済史

的 に検討 し,そ れぞれの社会編成上 の差

を類型的に論 じた ものであ る。また後者

は,北 部 タイの 山間盆地チ ェンマイの一

農村でお こな った フィール ド調査 の概報

である。 これ らの発表 とセ ミナーへ の参

加 をとお して筆者は,実 に多 くの友人 た

ちを得 る ことが でき,彼 らはバ ンコクに

おける史料調査,地 方におけ るフィール

ド調査か ら私生活 にわた るまで さまざま

な局面 において便宜を提供 して くれた。

タイ語 における友人(ph俉n)と い う言葉

には日本語 の友人以上の緊密な人間関係

の意が ふ くまれてお り,知 り合 い,知

人,な じみ とい った 一般 的 な 知己関係

(khw緡 r�kakkan)以 上 に,相 互扶 助

をふ くむ双務的 関係が色濃 く内在 してい

る。タイ社会文化 にかんす る息の長い研

究を続 けるためには,実 に このよ うな各

レベル での友人 関係 の網 目を構築 し,そ

れを持続 的に維持 ・活用す ることが作業

の前題 となるのである。

4. タイ社会経済史研究グループ

 経済学部の中での筆者の主要な関心は,

タイ社会経済史の研究グループであった。

タイ滞在中の筆者の研究プロジェク トを

最も強く支持して くれた友人たちは主と

してこのグループに属 していた。筆者の

この間の主要な調査課題の第1は,タ イ

農民社会の生産基盤が歴史的に一貫 して

稲作におかれていたことから,稲 作の生

態学的諸条件を検討することによって,

タイ稲作社会の特質を地域的かつ,類 型

的に把握することであった。また第2に

は,現 在展開するタイ稲作農村の生産関

係を基軸とする社会経済の制度的 ・構造

的分析であり,そ こに形成されたタイ稲

作農民の社会文化の解明であった。 この

ような問題設定は必然的に稲作の生態学

的条件を指標として選択された個々の農

村のフィール ド調査を第一義的な方法と

することになった。しかし同時に,稲 作

社会の生態学的分析にあたっては,そ れ

ぞれの社会集団の歴史的な選択と適応の

過程があり,ま たその現実の社会経済構

造 もけっして静態的なものではなく,そ

れに先行する形成過程があり,形 成にあ

ずかった諸条件の検討が要請される。

 このようなタイ農民社会の力動的分析

の視角は,戦 後まもな く開始されたコー

ネル大学のタイプロジェクトを拠点とす

るアメ リカ文化人類学のタイ研究におい

てはさほど積極的には 展 開 されなかっ

た。このことは一面では,タ イ国内外に

おける歴史研究,と りわけその農民社会

の社会経済史的研究の立ち遅れに由来す

るかもしれない。 しかしいずれにしろタ

6)前 者 は 「タ イ経 済 史 上 に お け る灌 概 農 業」 と して 『タマ サ ー ト大 学 紀要 』 に発 表 した[TANA-

 BE,1975:PP.70-94]o
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イ稲作社会の形成過程 を問題にす るに あ

た っては,民 族学研究者 自身が,あ えて

社会経済史的事実の集積 にむか い,み ず

か らの現 代的な問題意識 の もとに再 編成

す る努力をお しんではな らないと考え ら

れ る7)。

 そ のよ うな意味で この社会経済史研究

グル0プ との交 流は きわめて実 り多い も

のであ った。グループの指導的立場に あ

るのはAmmar Siamwalla博 士 で,最 初

ロン ドンに学び,後 アメ リカのハーバー

ド大学に移 り経済学 で学位 を取得 してい

る。彼 は近年,農 業経済学,歴 史学,社 会学,

人 類学な どの隣接諸科学 の成果 を十分に

駆使 しつつ,19世 紀 以降 の運河開削に よ

って急速に大規模 な不在地主制が確立 し

たバ ンコク東北 の ランシ ッ ト運河地域 の

経済史的研究を続 けている。 また1882年

の イ ン ド政府使節John Crawfurdの 来

訪か ら1855年 のSir John Bowringと の

通商友好条約締 結にいたる時期の外国貿

易 と国内経済の分析は,自 由貿易開始前

夜の旧制度 タイ社会経済研究の数少 ない

もの の 一 つ と して 注 目 さ れ[AMMAR,

n.d.], さ らにチャオプ ラヤーデル タを

中心に イラワデ ィーデルタ,メ ー コンデ

ル タとい う東南ア ジアの3大 稲作デル タ

の開発史の比較研究は きわめて示唆に富

む労作で ある[AMMAR,1972]。

 19世 紀 後半か ら今世紀 にか けての タイ

国民経済 の変動を分析 し,自 由貿易開始

以後 の植民地型米輸出経済の形成過程を

明 らかに したJames C. Ingramの1950

年 代 の研 究はタイ近代経済史研究 の上で

古典 的評価 を与 え られてい る[INGRAM,

1971]。 しか し,Ingramの この古典的

業績は経 済史研究 としての完成度が高 い

だ けにかえ って経済変動にあずか った社

会的要因さ らには文化的要因がほ とんど

捨象 されて しま った。と りわ け19世 紀後

半のチ ャオプ ラヤーデル タにお ける急激

な米生産の拡大を支 えたぼ う大な農民労

働力がいかなる社会 的,制 度的条件 の も

とに 出現 したかとい った問題については,

か な らず しも明確 にされた とはいえない。

この問題は社会経済史研究グループの中

心課題の一つであ り,上 記のAmmar博

士 の論考 において も触 れられてい る。 し

か し,こ の問題 を正面か ら取 りあげ,19

世 紀 後半以 降に成立 した米輸出経済 の急

激な発展を可能 に した,い わば 「原蓄過

程」の分析を進 めて いるのは,こ のグル

ープの中のPaitoon Sayswang講i師 であ

る。

 Paitoon講 師 は1975年 よ り経済学部経

済史研究プ ロジ ェク トの一つであ る 「チ

ャオプ ラヤー流域 における経済変 化の歴

史」 とい うプ ロジェク トを担当 し,ラ タ

ナコー シン朝 三世 王治世 か ら1932年 の

「人民党革命」 による立憲王制成 立期 に

いたるまでの系統 的な一次史 料の調査 を

お こな うとともに,デ ル タ各地 における

フィール ド調査 に 従事 して い る。彼 は

Ingramの 分 析 においてはデルタの米生

産拡大の具体 的展開 がいまだ十分 解明さ

れていないと し,「 その他の点で もIn一

7)ア メ リカ の タイ 研究 プ ロ ジ ェク トの 中 心 メ ンバ ーで あ ったL,Hanksに よ る 調 査 村 バ ー ンチ

 ャ ンの農 村 社 会 史 への アプ ロー チ[HANKS,1967: pp.250-265],お よ び生 態 学 的方 法 に よ って1850

 年 以 降 のバ ー ンチ ャ ンの 稲 作技 術 変 化 と社 会 変 容 を分 析 した 労作 は注 目 され る[HANKS,1972]。

 またAkinの 旧 制 度 タ イ社 会 組織 論 は,こ の分 野 にお け る 最 初 の 試 み と して高 く 評 価 さ れ る

 [AKIN,1969]a
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gramは1850年 以 前 の変化 につ いていま

だ言及 して いない。 この ことはボー リン

グ条約(1855年 締 結)以 後に急に農業生

産の拡大が開始 されたかの ような誤解 を

まね くか もしれない」[PAITooN,1975a:

p.1]と 痛 烈 に批判 し,と りわ けアユタ

ヤー朝か らラタナコーシン朝旧制度下に

おける政府 収入拡大 の必要性,デ ル タに

おける具体 的な地域 にそ くした農業生産

拡大 の進展状況,農 業生 産拡大 に関す る

政策 などの諸点か ら分析 を 進 め て い る

[PAITOON,1975a:pp.1-9]。 ま たデル タ

各地域 にお ける19世 紀後半か ら今世紀初

頭にかけての稲作拡大の動態的分析 をめ

ざ して しば しば フィール ド調査がお こな

われ,① 集落形態 と農民移動,② 稲作技

術 とその変化,③ 信用制度をふ くむ米流

通機構,④ 精米技術 と精米所の歴史的機

能,⑤ 農村 における賃労働,⑥ 灌瀧網な ど

の諸項 目にわた っての聞取 り調査が進行

してい る[PAITooN,1975b:pp.1-11]。

 研 究グループには この二人 と筆者の他

数 名の経済学部教官が加 わ って お り,ま

た14世 紀 か ら15世 紀 にかけてのアユ タヤ

ーの勃興を論 じ,ア ユタヤー朝初期政治

史研究で大 きな業績をあげた教養学部 の

Chanvit Kasetsir玉 博 士が加わ ることに

よって,こ のグループの活動は きわめて

活気 あるもの とな ってい る。彼 らの活動

を支 えてい るのは,先 に も述べ たセ ミナ

ーであるが
,さ らに客員部 門において海

外 の若手研究者をふ くむ優 秀な経済史学

者をむか えたことも大 きな刺激を与え る

ことになった。 まず1969年 か ら1971年 に

か けてはかのJames C. Ingram(ノ ー

スカロライナ大学)が 客員教授 として教

鞭を とってい る。彼 は この滞在期間中の

調 査を もとに して,1950年 以 降の経済変
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化に関す る二章 を加え,か の名著の改訂

をおこなったのであ る[INGRAM,1971]。

ひ きつづ いて,1971年 か ら1972年 に かけ

てDavid Johnston(ワ シ ン トン大学)

が,筆 者の滞 在期間 と同 じ くしてDavid

H.Feeny(ウ ィスコ ンシ ン大学)が それ

ぞれ博士論文執筆 のため調査研究をお こ

な っている。 とりわけJohnstonは 五世

王のチ ャク リー改革期 か ら1930年 代 にま

でいたる間の米輸 出農業 の発展 と農村変

化を主題 とし,国 立文書 館所蔵五世王文

書中の農務省 文書 の系統 的な整理検討を

おこな うとともに,ア ユタヤー近郊の数

力村において農村変化 にかんす るフィー

ル ド調査 に従事 して いる。彼の このデル

タ開発史 の研究 によって,19世 紀末葉 の

農業生産拡大 に ともなう大規模な地主 的

土地 所有 の形成過程 および農村社会 経済

の変化な ど,Ingram以 来 未解決のまま

残 されていた中心課 題の一部が明 らかに

され ることにな った[JoHNsToN,1974]。

そ のよ うな意味で,こ の研究 はイラワデ

ィーデルタについて おこなったMichael

Adasの 画 期的研究[ADAs,1974]と と

もに,東 南ア ジアのデル タ開発史研究 に

新 らたな地平を切 りひ らいたパ イオニア

ワーク として高 く評価 され なければな ら

ない。

 これ らの外 国人若手研究者が社会経済

史 概究グループに与 えた影響は きわ めて

多方面にわた るが,と りわけ注 目 しなけ

ればな らな い点は 自国の社会経済研究を

これまで の経済学的領域 の枠 を こえて,

生 態学的条件,社 会 文化条件 の解明 にま

で拡大 した ことで あろう。19世 紀末以降

のデルタ稲作 の急速 な発 展の地形,水 文

条件お よび稲作農耕技術 の水準か らの解

明,ま た この時期におけるタイ人稲作農
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民とi華僑の社会的分業の展開の文化的要

因か らの分析などはそのあらわれであろ

う。いずれにしち,タ イ社会の激動期の

中にあって,彼 らのいまだ荒けず りでは

あるが,若 々しい活気にみちたこれらの

議論が,近 い将来いかなる成果として結

晶するかが待たれるのである。
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